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はじめに

　このたびは手術用照明灯”プラネットシリーズ”をお買い求め頂きまして誠にありがとうございます。
お買い求め頂きました照明灯を正しく、末長く、安全に使用いただくため、使用前に必ずこの説明書をお読み下さい。
お読みになりましたら、内容をよくご確認のうえ、大切に保管して下さい。
なお、この取扱説明書は以下の”プラネットシリーズ”の機種に対応しています。

　１．安全上のご注意

　２．主要各部の名称

　３．使用方法

　４．部品等の清掃・交換

　５．常時点検項目

　６．故障・異常時の修理

　７．定期総合点検と整備

　８．変更・改造について

　９．仕様

１０．トラブルシューティング
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◆   電源は定格で使用すること。

◆   電球の定格寿命を超えて使用しないこと。
     使用中での不点灯・破損の原因となります。

◆   水滴のかかる状態や、湿度の高いところで使用しないこと。
     感電または、機器の故障原因となります。

◆   濡れた手で使用しないこと。
     感電または、機器の故障原因となります。

◆   引火性ガスが発生する場所や、熱源近くで使用しないこと。
     爆発事故の原因となります。

◆   機器の設置および移動は、勝手に行わないこと。
     設置・移動および付帯工事には、専門の技術及び知識を必要とします。
     脱落事故や故障の原因となりますので、かならず弊社またはお買い上げ店に依頼してください。

◆   分解・改造は行わないこと。
     思わぬ事故の原因となります。

◆   上向き点灯はしないこと。

◆   機器をしばらく使用しなかった場合は、必ず”「常時点検項目」（ P21 ）の各項目を実施すること。
     思わぬ事故の原因となります。

◆   照明目的以外では使用しないこと。

この機器を安全に使用していただくために、以下のことを必ずお守り下さい。これらの注意事項は安全に関する重大な
内容です。
表示と意味は次のようになっております。

1.　安全上のご注意

表　示 意　　　　味

     危険

     警告

     注意

この表示を無視して誤った据え付けまたは、取り扱いをした場合、使用者及び被術者が死亡また
は、重傷を負う可能性が切迫して生じることが想定されるもの。

この表示を無視して誤った据え付けまたは、取り扱いをした場合、使用者及び被術者が死亡また
は、重傷を負う可能性が想定されるもの。

この表示を無視して誤った据え付けまたは、取り扱いをした場合、使用者及び被術者が傷害を負う
危険が想定されるまたは、物的損害のみ発生が想定されるもの。

一般的な注意です。

◆   照明灯に異常が発生した時は、直ちに電源スイッチを切ること。

危険

警告
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◆   すべての操作において無理な力をかけたり、急激な操作はしないこと。
      事故・故障および破損の原因になります。

◆   周りの人や機器に十分注意して操作すること。
      事故・故障および破損の原因になります。

◆   消毒剤の使用は最小限にとどめること。　又は、照明灯が常温の状態で作業すること。
      本体（灯部）の変形・破損の原因となります。
　　　使用する消毒剤の種類及び濃度によっては、表面を侵す場合があります。

　　　▼ 樹脂にクラックが発生した消毒剤名
　　　　　・ ステリハイド　　・テゴー５１　　・リパルスＳＰ

　　　▽ 樹脂に影響が無かった消毒剤名
　　　　　・ハイアミン　　・ピューラックス　　・ミルトン（0.1%濃度液）

　　　※このデータは弊社実験結果であり、環境・条件により異なる事があります。

◆   ヒューズの交換は電源を切った状態で行うこと。
      思わぬ事故や故障の原因となります。
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注意

◆   ガラス球内部の圧力が高いため、落としたり・物をぶつけたり・無理な力を加えたり・傷を付けたりしないこと。
      破損し飛散した場合、ケガの原因となります。

◆   取付け、取り外しや器具清掃の時は、必ず電源を切ること。
      　 感電の原因となります。

◆   点灯中や消灯直後は、電球が大変熱いので絶対に直接触れないこと。
      ヤケドの原因となります。

◆   電球ガラス面を直接手で触れないこと。
      手の指紋や油などの汚れがついたままで点灯すると、ガラス球が劣化して破損や短寿命の原因となりま
      す。

◆   電球はソケット（電極部）に確実に取り付けること。
      接触不良による過熱・発煙の原因になります。( P19～20「電球交換方法」)

注意    電球の取扱いについて
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２．主要各部の名称

(１)  ＮＯ．３７灯部

①　センターフォーカスハンドル

②　センターハンドルリリースガイド

③　灯体ベール

④　前面カバー

⑤　サイドフォーカスノブ

④

①

③

②
⑤

(２)  ＮＯ．３６ＴＶ灯部

⑤

①　センターフォーカスハンドル

②　センターハンドルリリースガイド

③　灯体ベール

④　前面カバー

⑤　サイドフォーカスノブ

⑥　ＴＶカメラマウント部

⑦　ＴＶカメラローテーション操作部

④

①

③

②
⑤

⑤

⑥

⑦

⑦
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(３)  ＮＯ．３６Ｃａｍ灯部

①　センターフォーカスハンドル

②　センターハンドルリリースガイド

③　灯体ベール

④　前面カバー

⑤　サイドフォーカスノブ

⑥　小型ＴＶカメラ

⑦　ＴＶカメラローテーション操作部

④

①

③

②
⑤

⑤

⑥

⑦

⑦

(４)  ＮＯ．３４灯部

①　センターフォーカスハンドル

②　センターハンドルリリースガイド

③　前面カバー

④　サイドフォーカスノブ

① ②

③

④

④



(５)  ＮＯ．３４Ｃａｍ灯部

①　カメラローテーションハンドル

②　カメラローテーションハンドル
　　　リリースガイド

③　前面カバー

④　サイドフォーカスノブ

⑤　小型ＴＶカメラ

①
②

③

④

④

⑤
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(６)  ＮＯ．３７全体外形

大回転アーム
ＢＯＭ

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

(７)  ＮＯ．３６ＴＶ全体外形

大回転アーム BOM

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

ＴＶカメラ部

ＴＶカメラローテーション操作部
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(８)  ＮＯ．３６Ｃａｍ全体外形

大回転アーム
ＢＯＭ

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

(９)  ＮＯ．３４全体外形

大回転アーム BOM

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

ＴＶカメラローテーション操作部
サイドフォーカスノブ

小型ＴＶカメラ部



(１１)  ＮＯ．３７３４全体外形

大回転アーム

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

灯部

大回転アーム

ＶＳＴ

BOM

センターハンドル

サイドフォーカスノブ
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(１０)  ＮＯ．３４Ｃａｍ全体外形

大回転アーム BOM

カメラローテーションハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

小型ＴＶカメラ

BOM



(１３)  ＮＯ．３６Ｃａｍ－３４全体外形
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(１２)  ＮＯ．３６ＴＶ－３４全体外形

大回転アーム

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

灯部

大回転アーム

ＶＳＴ

BOM

センターハンドル

サイドフォーカスノブ

BOMＴＶカメラローテーション操作部

ＴＶカメラ部

大回転アーム

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

灯部

大回転アーム

ＶＳＴ

BOM

センターハンドル

サイドフォーカスノブ

BOMＴＶカメラローテーション操作部

小型ＴＶカメラ部



(１４)  ＮＯ．３４３４全体外形

大回転アーム

センターハンドル

灯部

天井カバー

壁面操作盤

ＶＳＴ

サイドフォーカスノブ

灯部

大回転アーム

ＶＳＴ

BOM

センターハンドル

サイドフォーカスノブ

BOM

(1５)  ＮＯ．３４３４－３４全体外形

壁面操作盤

灯部

天井カバー

大回転アーム

ＶＳＴ

BOM

センターハンドル

サイドフォーカスノブ

灯部 灯部

センターハンドル

サイドフォーカスノブ

センターハンドル
サイドフォーカスノブ

BOM BOM

大回転アーム

大回転アーム

ＶＳＴ

ＶＳＴ
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(１６)  ＮＯ．３４ＳＣ全体外形

灯部

アキュレートアーム

ヒューズホルダ

電源スイッチ

調光ノブ

ハンドル

立ち上がりパイプ

ベース

コードリールキャスター

入力プラグ
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（例 ： NO.3734）

①　電源スイッチ

②　調光ノブ

③　ヒューズホルダー

①

(１７)  壁面操作盤

①

②

②

③

③

③

③

No.37
Bulb #SH60

No.34
Bulb #SH60



(3)  ＣＣＵユニット操作部

①

①　電源イッチ
②　ディスプレイＯＮスイッチ　　（ディスプレイ内にカメラ設定（シャツタースピード・絞り値等）を表示にする。）
③　ディスプレイＯＦＦスイッチ　 （ディスプレイ内にカメラ設定（シャツタースピード・絞り値等）を非表示にする。）
④　ＡＥ（自動露出）のマニュアル切換スイッチ　　（シャツター速度・露出（アイリス）を手動で調整する場合。）
⑤　ＡＥ（自動露出）のオート切換スイッチ　　（シャツター速度・露出（アイリス）を自動調整にする場合。）
⑥　ズーム（ＴＥＬＥ　望遠側）方向スイッチ　　（光学１０倍）
⑦　ズーム（ＷＩＤＥ　広角側）方向スイッチ
⑧　スポットＡＥ　ＯＮスイッチ　（画面の中心部を測光します。）
⑨　スポットＡＥ　ＯＦＦスイッチ
⑩　シャッター速度設定スイッチ　（ＡＥマニュアル時にシャッター速度を設定する場合に選択します。）
⑪　アイリス設定スイッチ　（ＡＥマニュアル時にアイリスを設定する場合に選択します。）
⑫　ＵＰ調整スイッチ　（ＡＥマニュアル時のシャッター速度・アイリスをＵＰ方向へ調整します。）
⑬　ＤＯＷＮ調整スイッチ　（ＡＥマニュアル時のシャッター速度・アイリスをＤＯＷＮ方向へ調整します。）
⑭　フォーカスマニュアルスイッチ　（フォーカスをマニュアル調整する場合に選択します。）
⑮　フォーカスオートスイッチ　（オートフォーカスに設定する場合に選択します。）
⑯　ＮＥＡＲ（近）方向スイッチ　（フォーカスを近方向に合わせる場合。）
⑰　ＦＡＲ（遠）方向スイッチ　（フォーカスを遠方向に合わせる場合。）
⑱　３．５ｉｎｃｈ高精細液晶モニター　（撮影映像・設定内容確認をする場合に使用します。）－－－－－＞　＊オプション

CCU-BK02

POWER

DISPLAY

ON OFF MANUAL AUTO TELE WIDE

ON OFF SHUTTER IRIS MANUAL AUTO

UP DOWN NEAR FAR

AE ZOOM

SPOT  AE FOCUS

⑱

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

⑪

⑭

⑫

⑬

⑯

⑮

⑰
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① 点灯する。
　　　◆手術室内に設置された壁面操作盤上にある電源スイッチを”ＯＮ”にします。
    ＊リブラタイプには各灯部用の電源スイッチが付いていますので、使用する照明の電源スイッチを選択し
      て下さい。
　　＊３４ＳＣは、入力プラグを電源コンセントに差し込み、電源スイッチを”ＯＮ”にします。
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３．使用方法

（１）通常の使用方法

センターハンドル

図 Ａ

③ 照明の方向と位置を適正に調整する。
　  ◆手術台上の患者の施術される位置に対して、手術用照明灯の方向と位置を、術者と手術状況にとって
　　　もっとも都合の良い位置へと灯部を移動して決めます。
　  ◆灯部を移動・上下させるには、灯部下面にあるセンターハンドルまたは、灯体ベール(NO.37,36TV,36Cam
　    ２．主要各部の名称を参照)を握って操作します。（図Ａ参照）
      これらの操作をする場合、他の機器類と衝突することのないよう、周囲に対し十分ご注意して下さい。
　  ◆上向き点灯は行わないで下さい。

② 調光する。（光量調節）
　  ◆手術室内に設置された壁面操作盤上にある調光ノブ（４段階）を回して、光量調節して下さい。

    ＊リブラタイプには各灯部用の調光ノブが付いています、使用する照明の調光ノブを選択して下さい。
　　＊３４ＳＣは、立ち上がりパイプ面にある調光ノブ（無段階）を回して、光量調節して下さい。

④ 焦点調節する。
   ◆照射部位へ光野を移動した後に、必要に応じてセンターハンドルを持ち、左右に回転させて適正な焦点へ
     調節します。

⑤ 消灯する。
   ◆手術室内に設置された壁面操作盤上にある電源スイッチを”ＯＦＦ”にします。
　　＊３４ＳＣは電源スイッチを"ＯＦＦ"にした後に、電源コンセントから入力プラグを抜いて下さい。

⑥ 清掃する。
   ◆手術用照明灯は主として手術野の直上に配置されるので、常に清潔でなければなりません。
     手術が終了したら、手術用照明灯の外周面の清掃を行って下さい。
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（２） センターハンドル着脱及び滅菌方法　（共通）

センターハンドル （NCH-1）

プラズマ滅菌 ガス滅菌 オートクレーブ

OK OK OK

方法

器具

 注意
　オートクレーブ滅菌したときは、特に内部に水滴が残らないよう充分乾燥して下さい。

2.  引く

1.　回す

押し入れる

2.  回転させる

① センターハンドルを外す。

　　　◆　灯下面のセンターハンドルマウントを右手で持ち
　　　　　 反時計方向に回して、センターハンドルを下方向
　　　　　 に引いて外します。
　　　　　
            取り外したセンターハンドルは、④の滅菌方法に
 　　　　　従って滅菌して下さい。

センターハンドル
マウント

センターハンドル

② センターハンドルを装着する。

　　　◆　消毒済みのセンターハンドルを右図の様に、セン
　　　　　 ターハンドルマウントに押し入れ、確実に装着し
　　　　　 ます。
　　　　　

③ センターハンドルの装着状態を確認する。

　　　◆　センターハンドル装着後、センターハンドルを握っ
　　　　　　た状態で下方向に引き、確実にロック状態と
　　　　　　なっている事を確認します。
　　　　　　また、左右に回転させ、フォーカス機構が動作す
　　　　　　る事も確認して下さい。
　　　　　
　　　　　

（４） 滅菌方法

1.   引く



（３）カメラローテーション操作方法（ＮＯ．３６ＴＶ・３６Ｃａｍ）
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① ＴＶカメラをローテーション（軸回転）させる。

　　◆ＴＶカメラで撮影を行う際に、モニターに映る画像の向きを合わせる必要がある場合、カメラローテー
 　　ション操作部（主要各部の名称　(3)NO.36TV灯部,36Cam　P3～4ご参照）のＲスイッチまたは、Ｌスイッ
     チを押し、カメラの軸を回転させて調整します。
　　　　　
　　 Ｒスイッチを押す。　→　照明灯下面から見てＴＶカメラは時計方向に回転します。
　　 Ｌスイッチを押す。　→　照明灯下面から見てＴＶカメラは反時計方向に回転します。

　　＊Ｒ・Ｌの回転には制限（約３００°範囲）があり、限界点で自動的に停止します。

◇  “Ｌスイッチ”を押すと下から見てＴＶカメラは反時計方向に回転します。

◇  “Ｒスイッチ”を押すと下から見てＴＶカメラは時計方向に回転します。
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（４）ＴＶカメラの使用方法

① 映像をディスプレイに映し出す。
　　　注意：ＴＶカメラユニットが正常にセットされている事を確認して下さい。

　　◆照明灯（３４Ｃａｍ）の操作盤にある電源スイッチを”ＯＮ”にします。　
　　◆手術室内に設置されたＣＣＵユニットの電源スイッチを”ＯＮ”にします。
　　◆ご使用されるディスプレイの電源を"ＯＮ"にします。
　　◆ご使用されるディスプレイの映像ラインを選択（１４Ｃａｍが接続されているラインを選択）して下さい。
　　

② 映像を回転させる。(図2-1参照)
　
　　◆照明灯（３４Ｃａｍ）のＴＶカメラ回転ハンドルを握り、
　　　 左右へ回転させます。（回転角度は約３００°です。）
　　
　　◆３６Ｃａｍは、カメラローテーション操作方法（P12）を
　　　 参照して下さい　

③ ズーム調整する。（光学１０倍）

　　◆ＣＣＵユニット操作部のＺＯＯＭボタン（ＴＥＬＥ・ＷＩＤＥ）
　　　 を押して希望のズーム値を得ます。
　　　 常時操作可能で、ＴＥＬＥで望遠となり、ＷＩＥＤで広角
　　　 となります。
　　　 押している間は動作しており、離した時点で停止します。　

④ 映像を調整する。（マニュアル調整方法）
　　　＊ＣＣＵユニット電源投入時はＡＵＴＯに設定されています。
　
　　◎　ＤＩＳＰＬＡＹ（ディスプレイ）表示をする。　
　　　　 マニュアル調整時には調整値を確認する為、各設定状態を画面に表示します。　
　　　　 ＤＩＳＰＬＡＹ（ディスプレイ）スイッチをＯＮにしてから、マニュアル調整して下さい。
　　　　 画面表示を消す時は、ＯＦＦスイッチを押して下さい。

        ＊液晶モニター（オプション）にも表示されます。

　　◎　ＦＯＣＵＳ（フォーカス）を調整する。
　　　　 通常はＡＵＴＯ（オート）になっております。
　　　　 ＭＡＮＵＡＬ（マニュアル）調整時には、ＭＡＮＵＡＬボタンを押します。（表面のＬＥＤが点灯します。）
　　　　 マニュアル調整は、ＦＡＲ／ＮＥＡＲボタンで遠近の調整が出来ます。

　　◎　ＡＥ（自動露光モード）を変更する。
　　　　 ＡＵＴＯ時は、アイリスがＡＵＴＯで、シャツター速度は１／６０で固定されています。
　　　　 ＭＡＮＵＡＬ（マニュアル）調整時には、ＭＡＮＵＡＬボタンを押します。（表面のＬＥＤが点灯します。）

　　　　□　シャッター速度を変更する。
　　　　　　 ＳＨＵＴＴＥＲボタンを押します。（表面のＬＥＤが点灯します。）
　　　　　　 マニュアル調整は、ＵＰ／ＤＯＷＮボタンで変更します。（範囲は１秒～1/1000秒）

　　　　□　アイリスを変更する。
　　　　　　 ＩＲＩＳボタンを押します。（表面のＬＥＤが点灯します。）
　　　　　　 マニュアル調整は、ＵＰ／ＤＯＷＮボタンで変更します。（範囲はＦ１．４～Ｆ２２）

　

図2-1



（５）ＴＶカメラユニットの着脱方法　　・　ダミーハンドルの装着

①-1 ＴＶカメラ回転ハンドルを外す。（３４Ｃａｍ）
　　　
　　◆ＴＶカメラ回転ハンドルの上部２箇所のロックボタン（解除）同時
　　　 に押し込んで、下方向へ引きながらＴＶカメラ回転ハンドル外
　　　 します。　
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押し込む

①-1

①-2

引
く

③

④

①-2 ＴＶカメラ回転ハンドルを外す。（３４Ｃａｍ）
　　　
　　◆ＴＶカメラ回転ハンドルを取り外すと、カメラユニットが見
　　　　えます。

    ◆３６Ｃａｍは電球交換と同じ手順で、中央部の前面カバー
　　　を開けて下さい。

　

押し込む

引く

ロック解除ボタン

③ ＴＶカメラユニットを外す。 （３６Ｃａｍ・３４Ｃａｍ）
　　　
　　◆ＴＶカメラユニットの上部ロック解除ボタンを押し込んで、下方向
　　　　へ引きながらＴＶカメラユニットを外します。

　　注意：  ＴＶカメラユニットにはＴＶカメラ本体及びインターフェイス
　　　　　　 回路が組み込まれておりますので、衝撃などを与えない様
　　　　　　 にして下さい。
　　　　　　 また、滅菌処理は出来ません。（故障原因になります。）　
　
　④ 　ダミーウェイトを取り付ける。（３４Ｃａｍ）

　　◆３４ＣａｍＩＮについているダミーウェイトを取り付ける時は、
       上記③のＴＶカメラユニットを外した時の逆の要領で、ダミ

       ーウェイトを取付けます。

⑤ 　ダミーハンドルを取り付ける。（３４Ｃａｍ）
　　　
　　◆３４ＣａｍＩＮについているダミーハンドルを取り付ける時は、上記
　　　 ①のＴＶカメラ回転ハンドルを外した時の逆の要領で、ダミーハ
　　　  ンドルを取付けます。

　　注意： ダミーウェイト・ダミーハンドルが確実に入っている事を確認
　　　　　　 して下さい。
　　　　　　 取付状態が不十分ですと脱落する危険があります。

　　注意： カメラユニット用電極・ロック金具等に衝撃等を与えないで
　　　　　　 下さい。（変形するとカメラユニットが装着不能になります）　
　
　

ＴＶカメラ接続電極

押し込む
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４．部品等の清掃・交換

（１）灯部外周面の清掃（P2ご参照）
　   柔らかいガーゼを良質の中性洗剤の水溶液（石鹸水等）に浸し、やや固めに絞った後に灯体外周面を拭い
　　 て汚れを取って下さい。
     次に、乾いた清潔なガーゼで、軽くかさね拭きをします。

（２）前面カバーの清掃
     手術用照明灯部外周面の清掃と同様に作業して下さい。

       使用する消毒剤の種類及び濃度によっては、表面を侵す場合がありますので注意して下さい。

（３）電球交換方法
     電球交換方法は、下記の手順に従って行ってください。

　　　注意
　　　すべての作業は電源を切り、十分温度が下がってから行って下さい。
    　特に、消灯直後の電球は高温でヤケドする恐れがあります。
　　　
　　　

　　　注意
　　　電球交換を行う前に、灯部が完全に冷めていることを確認して下さい。
      点灯直後の電球交換はヤケドの原因になりす。
　　　
　　　

②　前面カバーを開ける。

①　電源を切る。

開く

②-2

◆電球交換手順　（共通）②-1

壁面操作盤の電源スイッチが”ＯＦＦ”である事
を確認して下さい。

　　

前面カバー開閉ロック（左図　②-1）をマイナス
ドライバー等で、反時計方向に１／４回転させま
す。
（左図②-2）

前面カバーのロックが解除されると、カバーは下
方向に開き、右図 ②-2の位置でぶる下がった状態
となります。

前面カバーを開ける時は、前面カバーの表面に手
を添えて行って下さい。
急激に開けると、開閉機構を破損させ落下する原
因となります。

前面カバー

開閉ロック



- 20 -

前面カバーの爪部を、灯体のガイド穴に入れ、
前面カバーを所定の位置へ入れて下さい。
（左図 ④-1）

③-2の右側（○）の様に電球を持ち、反時計方向
（ゆるむ）に回して電球を取り外します。
（左図　③-1）

③　電球を交換する。

④　前面カバーを閉じる

新品の電球を③-2の右側（○）の様に持ち、時計
方向（しまる）に回して取り付けます。
しっかりと固定された事を確認して下さい。
（左図 ③-1）

前面カバーが所定の位置の収まったら、開閉ロッ
クを垂直方向に押して、ロックします。
前面カバーがロックされた事を確認して下さい。
（左図 ④-2）

閉じる

③-2

③-1

しまるゆるむ

④-1

④-2

押す

ガイド穴

爪部

開閉ロック

　　　注意
　　　電球のガラス面に直接手で触れないこと。
　　　触れてしまった時は、アルコールをしみこませ
　　　たガーゼで、触れた所を軽く拭いて下さい。

　　　注意
　　　誤った電球を無理矢理セットしようとすると、
　　　電球又は電球ソケットを破損させる原因となり
　　　ますので、必ず使用電球を確認して下さい。

　　　使用電球　（全機種共通）
　　　#SH-60　(24V-60W)

注意
反射面には触れないようにして下さい。
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５．常時点検項目

手術用照明灯を使用する前には、以下の点についてよく点検し、異常や不備な点があった場合には、すぐに修理・整備 し
て下さい。

（１） 天井取り付け部分からセンターハンドルにいたるまでの全般にわたって、手術用照明灯が正規の部品の破損・欠損
　　　やその他異常がないこと。

（２） 天井取り付け部分からセンターハンドルにいたるまでの全般にわたって、ボルト及びネジのゆるみ・欠損のないこと。

（３） センターハンドルを持って、照明灯の全体・各関節部を静かに大きく、以下の３項目に注意して動かして下さい。

　　　（ａ）各関節部分の回転・動きに、ムラがなく雑音もなく平均してスムーズである。
　　　（ｂ）上下作動のバランスがとれている。（任意の位置で止まる。）
　　　（ｃ）各関節部分の動作を確認した後、しっかりと静止し、動きが生じない。

（４）照度が低下していないか。

      　注意  電球が切れていなくても、照度が低下（暗くなった）した時は、早めの電球交換をお薦め致します。

　　  　注意  電球（スーパーハロゲン電球　＃ＳＨ-６０）の平均寿命は、約１５００時間です。（保障時間ではありません）
　　　　　 　   平均寿命にはるかに満たないうちに、何度も同じ電球が不点灯になるようであれば、照明灯本体に、何らか
                 の異常があると考えられますので、最寄りのお買いあげ店、または弊社サービスセンターまでご連絡下さい。　
　
（５）壁面操作盤の調光ノブを回して、照度（光量）が変化すること。

（６）前面カバーの”くもり”が異常に強く、照明の効率を落としていないか。（電球を点灯してご確認下さい）

（７）電球の予備在庫があるか。
   しばらく使用しなかった手術用照明灯については必ず、上記点検と清掃の後、２０～３０分間の点灯をして　
   安全を確認した後ご使用下さい。

（４）ヒューズ交換方法

①  ヒューズホルダーキャップを押しながら、
    左方向に１／４回転させると、手前に抜
    けます。

②  ヒューズホルダーキャップに付いている
    ヒューズ（ガラス管ヒューズ）を取り出
    ます。

③  新しいヒューズをヒューズホルダーキャ
    ップの中にしっかりと入れます。

④  ヒューズの入ったヒューズホルダーキャ
    ップを操作盤面の固定されたヒューズホ
    ルダーに入れて、強く押しながら右方向
    時計回り）に１／４回転させて固定させ
    ます。
     

押す

絞める

取り出す

1

2

4

入れる

抜ける

取出す 入れる

3

 使用定格ヒューズ
ＮＯ．３７  （７灯式）-------------->  3AG  250V 10A (313-010)
ＮＯ．３６ＴＶ・３６Ｃａｍ  （６灯式）--->  3AG  250V 10A (313-010)
ＮＯ．３４ ・３４Ｃａｍ （４灯式）------>  3AG  250V   5A (313-005)

　　　注意
　　　ヒューズ交換をする時は、必ず壁面操作盤（P12ご参照）の電源スイッチを"OFF"にして行って下さい。
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故障または異常が発生したときは、その程度に応じ電源スイッチを切って消灯するなど、速やかに適切 かつ安全な措置
を採って下さい。
修理する際は、以下の項目を必ず守って下さい。

（１）　使用者側が通常一般に行うことの出来る範囲と制限は、次の通りです。
　　　① 電球・ヒューズなど消耗品の交換。
　　　② 灯部外周面及び前面カバーの清掃。
　　　③ ボルト・ナットおよびネジの緩みの締め直し、または、欠損の補充。

　　  以上の作業は、熟練者または相当の適任者が行うこと。

（２）　上記以外の範囲で、故障および異常が手術用照明灯の内部で起き、その程度に応じ専門家に任せるべき性質のも
        の。　あるいは、それに起因して、安全および危険防止が確保しかねるような場合は、
　　　① 勝手にいじらないこと。
　　　② 相当の専門技術者に依頼しまかせること。
  　　③ 故障または異常が発生した部分に該当する正規の部品を、正しく充当させること。

　　　以上３項目を必ず守って下さい。

（３）　修理が終了した際には、その修理者と使用者は必ず、
　　　①その故障または異常が発生した部分が正常に戻っていることを確認する。
  　　②点灯し操作してみて手術用照明灯が、電気的および機械的に正常でかつ安全な機能・機構・状態であ
　　　　ることを確認する。

（４）　修理する際には、”「８．変更・改造について」”の各項目に十分ご注意下さい。

６．故障・異常の時の修理

手術用照明灯も、ほかの電気機器類と同じく長く使用し続けるに従い、故障及び異常などが発生しやすくなり、
老朽化状態へと近づきます。
私たちに、病気に対する治療および、健康管理のための定期健康診断があるように、手術用照明灯にも、普段の
常時点検や修理のほかに定期総合点検と整備が必要です。
以上の理由により、使用者がこの定期総合点検と整備を（少なくとも１年に１回）お受けになられるようお薦め
致します。
定期総合点検と整備の実施につきましては、使用者側と手術用照明灯販売業者またはメーカとが、「保守点検整
備契約」を結び、この契約に基づき有料で行います。
また、この実施につきましては、弊社の技術サービス部員または、それに相当する弊社が指定する技術サービス
員が行います。

７．定期総合点検と整備

８．変更・改造について

手術用照明灯の全体または部分の変更・改造については、以下の通りですので十分ご注意下さい。

（１） 弊社に断りなく取り外した手術用照明灯については、手術用照明灯本体のそれ以後の品質について、一　
　　 切の責任を負いません。
（２） 交換部品を弊社の定めている規格以外のものにする変更、また手術用照明灯を規格仕様以外で使用する
       変更、および、手術用照明灯が特殊あるいは異常な環境下で使用されるような状態となる周囲の環境の
       変更などを決して行わないで下さい。
（３） 製品の改造は、手術用照明灯の仕様変更となり、薬事法に基ずく申請内容と異なる事になるので、その
       電気的・機械的な機能と機構の確実性、及び安全性を確保することも含め、決して行わないで下さい。
（４） 一時的な取り外しおよび移設を行いたい場合は、事前に弊社営業部または、最寄りのサービスセンター
       に相談して下さい。
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９．仕様

ＮＯ．３７ ＮＯ．３６ＴＶ ＮＯ．３４項目　　　　　　　　　　　機種

用　　　途

使用電球

使用電球数

入力定格電圧

ヒューズ定格
中心照度　距離１ｍにて

照度調節
焦点調節

消費電力

反射

電球交換方式

器具器械分類

機器構成

灯体径  (mm)

光野寸法 (mm)

放射熱量　距離１ｍにて
色温度 (K)
演色評価指数(Ra)

直接局部照明

医療用照明器

壁面操作部　＋　支持機構部　＋　照明灯本体

φ≒８４０ φ≒６４０

スーパーハロゲン球　(24V-60W)

耐熱性プラスティック反射

７ ４６

前面カバー開閉方式（電球ソケットに直接取付）

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

５４０ＶＡ ３１０ＶＡ４７０ＶＡ

１０Ａ ５Ａ１０Ａ

約１３００００Ｌｕｘ 約１０００００Ｌｕｘ

壁面操作盤　４段階　（ロータリーステップ方式）

センターフォーカス＋サイドフォーカス機構

約φ２２０ 約φ２００

３５０W/㎡（最高照度時） ２８０W/㎡（最高照度時）

約４２５０±２５０K

９４以上

約φ２２０

約１２００００Ｌｕｘ

３２０W/㎡（最高照度時）

ＮＯ．３４ＳＣ

スタンド部＋
照明灯本体

無段階方式



カ
メ
ラ
本
体

画素数 ４１万画素

解像度 水平：４８０本　　垂直：３５０本

レンズ １０倍光学ズーム

1/4　Super HAD  CCD

フォーカス Ａｕｔｏ／Ｍａｎｕａｌ　切換可能

ホワイトバランス Ａｕｔｏ　ＡＴＷ

フリッカー補正 Ａｕｔｏ

ローテーション 手動回転（有限回転　≒３６０°）

Ｃ
Ｃ
Ｕ

カ
メ
ラ
部
仕
様

カメラ操作 ズーム　・　フォーカス(AF/MANUAL)　・　アイリス　・　シャッター速度　・　ＡＥモード

入力端子 外部映像入力端子(ＶＢＳ)：　１系統　（ユニット背面）

出力端子 映像出力端子(ＶＢＳ)：　１系統（ユニット背面）

モード設定端子 カメラモードのデェフォルト値（初期設定値）変更可能　　＊コマンドＢＯＸ（オプション）必要

撮像素子

項目　　　　　　　　　　　機種

用　　　途

使用電球

使用電球数

入力定格電圧

ヒューズ定格
中心照度　距離１ｍにて

照度調節
焦点調節

消費電力

反射

電球交換方式

器具器械分類
機器構成
灯体径  (mm)

光野寸法 (mm)

放射熱量　距離１ｍにて
色温度 (K)
演色評価指数(Ra)

ＮＯ．３６Ｃａｍ　・　３６ＣａｍＩＮ

直接局部照明

医療用照明器

壁面操作部　＋　支持機構部　＋　照明灯本体

φ≒６４０

スーパーハロゲン球　(24V-60W)

耐熱性プラスティック反射

４

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

３１０ＶＡ

５Ａ

約１０００００Ｌｕｘ

壁面操作盤　４段階　（ロータリーステップ方式）

サイドフォーカス機構

約φ２００

２８０W/㎡（最高照度時）

約４２５０±２５０K

９４以上

インターフェース カメラモジュー内に搭載

カメラモジュール 着脱可能（共有型）

操作ハンドル 着脱可能

ＮＯ．３６Ｃａｍ　・　３４Ｃａｍカメラ関連仕様

ＮＯ．３４Ｃａｍ　・　３４ＣａｍＩＮ

約φ２２０

１０Ａ

４８０ＶＡ

約１２００００Ｌｕｘ

３２０W/㎡（最高照度時）

前面カバー開閉方式（電球ソケットに直接取付）

φ≒８４０

６

＊ ＮＯ．３６ＣａｍＩＮ　・　３４ＣａｍＩＮには、カメラユニット及びＣＣＵユニットは付属致しません。
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１０．トラブルシューティング

現象 確認事項

点灯しない。

・入力電源は正常に供給されているか？
・電球は切れていないか？（ P19～20　”電球交換方法”）
・電球がしっかりと電球ソケットに固定されているか？
・ヒューズは切れていないか？（ P21”ヒューズ交換方法”）
・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）

電球がよく不点灯状態になる。

・電球がしっかりと電球ソケットに固定されているか？
・使用電球が間違っていないか？
（ P19～20”電球交換方法”）
・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）

ヒューズがよく切れる。

・入力電源は正常に供給されているか？
・ヒューズの容量は合っているか？ （P21”ヒューズ交換方法”）
・ヒューズホルダーキャップがヒューズホルダーにきちんと締め込ま
  れているか？（ P21”ヒューズ交換方法”）
・その他（ P21”常時点検項目”）

点灯中に灯部を移動する
と点滅または消灯する。

・電球がしっかりと電球ソケットに固定されているか？
（ P19～20 ”電球交換方法”）
・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）

灯部が任意の位置で止まらない。
・灯部や各アームに照明灯に、関係のない器具等が取り付けてないか？
・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）

全体にグラついている。
また、灯部を移動したと
きにガタガタときしむ。

・各ボルトおよびナットがゆるんでいないか？また、欠損していないか？
（ P21”常時点検項目”）
・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）

照度が落ちている。

・電球の寿命（ P19～20”電球交換方法”）
・前面カバーは汚れていないか？（ P19”前面カバーの清掃”）
・入力電源は正常に供給されているか？
・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）

調光（光量調節）出来ない。 ・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）

映像が出力されない。
（36Cam  ・　34Cam）

・ＴＶカメラユニットは確実に装着されているか。（ P18　参照の事）
・ＣＣＵユニットの電源はＯＮか？（ P13　参照の事）
・ディスプレイの電源はＯＮか？
・ディスプレイの映像入力選択は３６Ｃａｍ・３４Ｃａｍのラインになっ
　ているか？
・その他（ P22”故障・異常の時の修理”）




